
人口
5.5号. 5. 1現主主
74，656人
37，253人
37，403人
21，lOli投手存
我孫子市役所
市長公窓会溺縁

ゃ

r
b
ひもあ

設
蕗
子
駅
北
口
土
地
区
間
整
理
事
業

住
泡
地
と
し
て
古
川
ま
れ
た
我
Mm
子
市
は
、
日
ペ

々
五
0
0へ
ほ
ど
の
新
し
い
市
民
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

日
結
怒
か
な
整
然
と
し
た
依
づ
く
リ
そ
め
さ
し

て
、
市
内
各
紙
で
、
区
閥
抗
誠
咽
也
ふ
卒
業
が
一
計
一
街
、

常
一
九
日
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

中市

uu
、
住
み
肉
以
い
ま
ん
を
つ
く
る
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
劣
ぇ
、
と
も
に
歩

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
胞
は
、
我
孫
子
駅
北
口
念
総
区
一
製
造
家

撲
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
必
衛
官
伎
を
が
丹
、
え
て
み
ま

し
た
。

持
孫
子
市
件
州
、
議
心
か
ら
お

1
ぬ
加
国
間
約
に
佼
澄
し
、
酬
明
暗
哨

に
も
富
山
ま
れ
て
、
へ
門
M
M
r

地
主

絞
汁
ど
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
に
対
山
む
す
べ
き

公
共
降
板
以
内
経
俄
は
、
立
絞
れ

て
い
ま
す
a

位
付
に
端
科
係
子
仰
帆
ル
北
口
は
、
む
的

伏
が
激

L
く
、
線
形
品
別
に
必
仰
心
ま

れ
ぬ
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
内
問

遊
仁
川
削
っ
て
小
出
品
問
問
寺
中
也
泡
閣

議
が
い
昨
な
わ
れ
、
各
的
J
強
制
が

終
秩
序
に
初
澄
さ
れ
て
い
る
状

克

rず
Q

間町制刊組制年

4η
日
山
河
、
間
関
絞

殺
脱
線
J
営
問
地
下
鉄
千
代
間
出

線
的
制
江
品
取
り
入
れ
礼
的
協
約
P

我
孫
子
釈
ル
北
口
が
み
q
i
ァ
ン
し
、

そ
の
防
総
的
多
、
併
か
ら
、
制
館
行

な
ど
の
中
心
事
業
総
設
が
山
抑
制
叫

し
、
北
口
州
嶋
監
は
、
中
心
市
街

地
と
し
て
の
ふ
ん
h

均
利
用
m
が
努
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
秘
密
削
機
設
(
滋
路
・

公
開
・
広
場
な
ど
)
が
抗
鴨
川
備
さ

れ
て
い
な
い
厳
に
、
商
務
、
倹

{
唱
が
恥
料
開
計
約
に
京
地
す
る
と
、

最
紙
附
脱
抑
境
内
総
術
協
渓
も
な
い

。
小
泉
純
則
市
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

み
@
9
9無
山
品
問
山
汗
な
滋
袋
町
船
中
市
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
市
的
公
会
投
資

も
後
追
い
約
に
な
リ
非
常
に
不

経
済
で
す
。

あ
げ
く
の
は
て
は
、
い
ぎ
災

お
と
い
う
憾
に
、
城
誠
品
品
市
制
動
率

的
進
入
さ
え
も
で
き
な
く
な
り
、

最
緩
め
状
能
叫
に
な
っ
て
し
ま
う

ザ
」
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
ぞ
す
か

み
ん
な
で
考
え

み
ん
な
で
造
る

新
し
い
町

市
川
品
、
こ
約
よ
う
な
乳
象
を

然
に
山
間
ぎ
、
明
付
来
、
我
孫
子

必
の
炎
筑
間
関
に
ふ
替
わ
し
い

ー
ル
同
み
良
い
品
開
L

を
淡
る
た
め

に
、
相
同
同
和
子
駅
兆
ね
の
生
地
区
…

一
間
政
田
淵
州
事
業
を
計
一
践
し
ま
し
た
む

山
四
位
制
仙
の
ヨ

l
w
H
F
パ
に
生

れ
た
士
的
地
保
脳
門
技
訓
桂
川
同
‘
「
協

中
市
前
日
開
的
母
し
と
司
百
わ
れ
、
戦

災
に
よ
り
荒
療
し
た
都
市
を
筏

捌
刊
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

区
制
開
設
四
品
川
悼
、
州
制
へ
・
端
組
合
・

公
共
田
山
体
・
件
は
山
部
公
開
が
柏
崎
行

L
，
臨
間
耐
持
品
剰
の
土
地
は
、
公
共

権
絞
め
登
録
決
議
で
利
明
副
市
価
綴

が
増
し
、
こ
の
俊
A
n
に
よ
ワ
平

等
に
純
血
V
L主
が
ら
「
伎
A
h民

い品開
k

を
殺
る
わ
け
で
す
む

十
ふ
陥
端
氏
出
掛
総
務
事
殺
は
、
点

〈
公
開
'
広
場
ザ
と
線
へ
滅
四
時
‘

下
水
澄
J

を
」
定
に
ゑ
A
泌
す

ニ
と
が
で
き
ま
す
。

区
国
側
財
政
遂
に
同
州
、
お
公
共
櫨

淡
に
か
か
る
一
線
的
九
が
、
削
府

地
金
炎
熱
す
る
の
で
な
く
、
仙
川

辺
一
余
地
域
内
九
が
、
公
平
に
負
綴

す
る
。
ぬ
土
地
合
炎
、
ヴ
九
は
な

く
、
持
附
忠
世
に
よ
っ
て
土
織
が
減

っ
て
も
‘
的
問
削
梢
級
裁
の
側
山
総
が

揃
哨
逃
す
る
e

窃
中
市
街
抽
地
内
総
出
閣

が
総
合
的
叫
に
行
な
之
、
位
相
叫
が

生
協
し
、
品
付
時
え
な
が
ら
事
裁
が

一
行
会
え
る
n

と
い
う
利
点
が
る

ぬ
，
毒
事
イ
ヲ
。

…
補
助
金
の

め
ど
も
つ
ゑ

事
業
も
本
格
化
一

躍
狗
品
四
年
変
に
‘
本
持
情
的
問
な

制
品
川
明
会
に
人
り
、
事
業
に
対
す

る
総
利
者
内
考
え
を
務
考
に
し

主
が
ら
、
事
情
散
を
具
体
化
し
て

き
た
わ
吋
で
す
。

ま
た
十
事
務
的
な
分
野
で
は
‘

ニ
何
時
事
業
に
は
、
多
火
主
事
業

鞠
H

が
必
繍
世
主
的
で
、
倒
的
問
問
助

金
を
受
け
る
た
め
‘
附
?
附
闘
に

同
間
島
か
け
、
制
時
間
会
で
の
縦
訓
刊

替
の
波
丸
を
級
品
市
さ
せ
な
が
ら

総
本
計
一
闘
を
立
後
し
ま
し
た
。

こ
の
総
祭
、
田
閥
的
機
効
会
が

品
工
げ
ら
れ
る
よ
つ
に
な
リ
、
制
抑

市
計
ゐ
約
滋
同
時
的
変
更
(
許
制
問
中
}

に
然
、
ヲ
滅
臨
V
市
中
内
総
下
(
約
5

M
W
)

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

殺
刊
知
子
釈
晶
化
口
土
地
際
関
経

醐
喝
事
業
的
基
本
件
刑
制
側
索
(
附
出
L
.

級
品
市
計
紛
滋
絡
を
後
夏
祭
に
す

る
2
M

。
焔
け
者
総
付
加
子
市

。
総
行
総
凶

m
u
・
7
加

。
川
郡
山
事
業
相

H
n陣地
2
千
万
問

。
織
品
川
平
療
関
暗
殺
制
州
都
度
か

ら
開
閉
山
刊
誌
年
前
出

。
公
共
減
少
市
中
仏
判
明
ω
・
mw%

内
閣
射
線
問
槻
・
悶
滑
油
開
叫
則
金
'
市
山
悶

今
後
的
予
定
以
、

S
H月
中
旬

に
路
知
事
件
承
絡
を
件
引
け
屯
ぽ

波
紋
注
し
、
今
年
同
花
月
ま
で

に
事
借
地
決
定
(
殺
孫
子
申
市
内
問
定
)

告
し
、
そ
の
後
、
地
問
泌
設
料
刷
、

災
後
治
的
綴
定
、
務
転
、
工
事

と
滋
め
昭
和
mm
年
度
中
本
に
は
、

白
川
成
き
せ
る
子
吸
で
す
。

出
年
度
に
は

広
場
々
公
鴎
完
成

こ
事
業
が
常
設
す
る
と
、

歩
e

h

串
叫
地
が
分
雌
附
さ
れ
た
都
市

計
一
関
道
路
、
日
出

m
〉
と
民
一
糊
街

路
が
後
然
と
畿
地
摘
さ
れ
、
こ
の

道
路
に
仏
日
間
聞
し
て
、
由
同
然
に
あ

わ
せ
た
潟
地
が
百
件
貌
援
さ
れ
、

将
来
を
加
盟
、
7
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
し
て
遊
べ
雫
大
へ
の
い
こ

い
の
場
と
も
な
る
公
団
闘
が

3
ヵ

紛
ん

4
8
申

o
d
〉
で
き
ま
す
。

そ
し
て
駅
務
広
崎
明
へ
2
H
0

82m)
も
鐙
備
さ
れ
‘
隊
後
世
槻

峨
鳴
に
最
も
影
響
の
あ
る
下
水
も

斡
点
綴
さ
れ
た
、
生
き
が
い
舟
あ

る
『
校
み
，
日
比
い
俊
一
へ
と
変
っ

て
い
き
ま
す
。

総
持
者
的
み
な
さ
ん
と
市
が

話
し
合
い
、
ゃ
を
た
ず
き
え
て

こ
そ
、
北
口
土
地
地
区
一
出
稼
閣
内
事

裁
が
定
後
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

微
弱
者
の
み
な
寺
ん
の
ご
協

力
を
お
緩
い
し
ま
す
。

我
材
派
子
訳
北
口

土
地
区
一
樹
整
理

事
業
の
案
の
縦
覧

V
都
市
鈴
鹿
の
時
間
採
点
池
町
民

両陣材班糊嶋一事業

wv
叩
郁
散
乱
剖
師
闘
を
定
め
る
即
位
同
唱

時
代
綿
子
市
大
学
我
孫
子
の
う

ち
宇
衡
感
・
織
り
市
内
・
臨
間
隔
地

品
開
閉
‘
前
回
畳
-
W
A
子
山
お
よ

び
本
町
二
一

γ
同
国
的
各
一
際
的

区内明

V
縦
覧
削
側
側
開
閉
明
如
刊
同
州
知
T
s
u
n

終
日
か
'
り

2
週間開

wv
一
線
総
議
所
都
市
淡
泊
地
第
二

課
(
総
市
淡
淡
町
中
務
所
〉

都

市

西

路

変

更

の

縦

覧

wv
都
市
計
一
臨
の
輔
械
類
及
び
名
称

端
科
孫
子
制
削
指
針
隙
道
路

3
・

4
，
幼
時
d

〈旧

3

・8
・
m

号
ザ
鴻
東
'
後
回
線

ザ
制
削
指
針
一
践
を
絞
め
る
広
域

我
孫
子
市
大
字
後
孫
子
字
削
開

束
縛
凶
娠
及
び
後
開
問
的
各
一

磁
的
援
後

軍
総
監
毘
嗣
期
間
続
制
刊
m
凶
年
昼
間
月

初
日
か
ら

2
週間間

四V
蝉
蹴
隊
機
所
端
科
目
骨
子
市
役
所

都
市
別
許
制
関
線

千
葉
県
総
務
総
川
削
減
議

告募集人災

争調 3霊剣日

酔務ままt若手葬数
静綴 3堂内容

炉手 当

1万 8千円位

調

は、 1調査毘

躍運

濃淡査内容は郎官接となります。

事業所統計鯛輩寅施 ご協力を(5i)15日から13 



議事

昭
和
特
年
鹿
決
算
(
見
込
)
の
状
況

中
市
的
対
殺
の
状
態
を
公
築
い

た
し
ま
す
怒

今
開
聞
は
、
問
地
利
刊
州
問
年
度
〈
的

利
品
開
年
'
q
n月
1
n
μ

か
ら
開
明
初
刊
町
出

年
3
河
川
抗
日
)
決
絞
め
執
行
状

毎月 1・1喜日発行

決
算
(
見
込
)
の
状
現

機Iil見込総鶴

534，039万円

決算見込書翼

額算決

49年度

48~手度

(2) 

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
a

同
年
療
は
、
一
一
u

同
叫
町
市
山
小
の
録

惑
を
は
ヒ
的
、
十
叩
仏
陀
小
増
改
同
情
、

は
し
ご
必
中
嶋
納
人
、
公
開
閉
・
遊
学

遂
の
然
出
閥
、
交
漁
期
市
街
全
抱
認
め

紋
常
化
立
ど
た
く
さ
ん
の
李
総
を

い
汀
い
ま
し
た
，

州
市
は
.
市
民
的
万
円
ご
協
力

的
集
に
.
仲
は
み
よ
い
問
刊
か
な
ん
街

づ
〈
リ
多
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

今
M

聞
の
数
字
は
す
べ
て
時
見
込

み
綴
で
す
号

ニ
れ
は
、
校
入
・
支
出
主
ち

に
5
月川叫
nn
が
出
副
総
附
閉
鎖
臼
と

な
っ
て
い
る
た
め
芭

一
般
会
計
)

E続

日日目
ドち グヲ債

f宥

'主

民

!~ 

ま主土

オζ

総

毒事

f見

入

仙
川
方
交
付
税

ιれ
引

川

出

市

の

険

金

門

川

川

山

一

関

か

ら

の

支

塁

門

什

引

出

潔

か

ら

の

支

出

室

円
引
U
U
護
学
長
率

五
山
山
総
m出
そ

歳

越グ〉

吋吾よ与

fI主iV 事ま

物

74，24きrn'

重要'l'I 資ま翌望者霊ぞ重量{也

一世手事さきり

ド古ム対麗「

水道事業

Jj!ムt立lif11日五

/ 行凶翁
晶

制
悦
古
、
常
務
畑
略
的
決
漆
浴
車
T

い
こ
と
に
を
れ
ば
、
決
法
制
地
煤
-

H
H
上
野
・
取
手
間
同
を
、
地
下
鉄
に
来
ワ
た
い
へ
は
我
持
知
子
釈
に

千
代
mm線
と
初
日
札
品
取
入
れ
の
緩
集
中
し
不
必
婆
な
混
乱
を
も
ま

行
電
車
は
代
々
木
会
関
か
ら
北
ね
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

子
伎
を
議
リ
我
孫
子
ま
で
を
総
市
で
は
過
去
二
年
期
間
、
幾
度

ん

ぞ

い

ま

す

。

に

匂

わ

た

っ

て

国

鉄

と

の

滋

合

こ
の
終
日
灯
篭
日
本
が
取
手
ま
で
い
を
議
ね
て
き
ま
し
た
。

ば
戦
飲
さ
れ
る
よ
と
に
な
り
、
す
昨
年
、
天
主
台
駅
品
開
波
浴
車

?
に
紋
子
駅
や
利
渋
川
総
得
棋
の
停
半
時
時
保
迎
合
会
か
ら
寸
た
、

工
事
は
急
ピ
ソ
チ
で
進
め
ら
れ
七
千
五
百
余
名
に
及
よ
噌
有
名
人

ご
い
る
と
こ
ろ
で
す
e

リ
的
践
的
関
税
前
は
市
議
会
総
例
会

的
搾
絡
が
延
長
さ
れ
い
並
岬
見
本
的
て
会
M
M

…
致
で
線
以
に
な
り
ま

本
後

L
mす
と
な
れ
ば
側
関
川
刊
に
し
た
が
.
そ
の
陳
情
裁
に
は
次

な
り
大
企
れ
村
出
師
、
と
縫
い
た
い
の
政
機
に
よ
っ
凶
同
総
榊
也
事
待
機

Lr
ミ
ん
で
す
が
終
判
悼

f
お
に
と
厳
然
的
要
求
を
し
て
い
ま
す
a

了
一
は
大
き
な
不
燃
が
残
っ
て
い
天
王
山
科
釈
は
将
来
初
期
辞
が

い

ま

す

@

ゑ

機

必

至

で

あ

る

。

そ
れ
は
後
行
制
輔
が
ぞ
き
る
と
‘
日
間
喝
夜
品
執
務
電
車
が
附
げ
卒
し
て

決
市
崎
、
市
中
は
下
八
五
人
作
釈
を
泌
総
い
る
止
い
う
臨
貼
得
体
惟
創
刊
を
磁
然

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ニ
と
寸
す
。
け
叉
混
合
閥
抗
は
綴
心
か
ら
浅
間
刊

紙
日
、
ベ
ふ
れ
釈
を
務
射
し
畿
な
の
で
快
泌
従
事
的
修
唱
が

て
東
京
万
測
に
通
勤
し
て
い
る
必
要
で
あ
る
。

へ
た
九
(
祭
協
同
・
青
山
台
・
資
働
協
脇
史
的
に
も
お
及
び
役
村
山
は

出
・
叉
乏
の
・
東
我
吋
拍
子
・
高
間
関
鉄
に
対
し
て
貢
献
淡
が
大
き

胤
町
山
ウ
州
市
・
下
ヶ
一
p
e
湖
作
品
・
い
。

湖
北
台
を
ど
の
拙
地
区
の
淡
さ
ん
〉
川
則
的
引
手
数
廷
に
な
る
ニ
と
に
ょ

に
と
っ
て
、
我
孫
子
釈
で
索
り
る
翁
中
市
へ
の
利
議
は
な
に
も
な

務
酵
V

副
総
司
応
持
市
川
副
匂
必
殺
ヂ
，
、
臨
臨
均
台
演
向
日
&
櫨
阻

警
喝
、
お
ト
い
骨
骨
相

'sfv司
行
町
品
，
、
閣
制
帽
a
M福
田

福

岡

隠

d
a幽

そ
の
後
、
こ
の
隊
法
裁
は
総

数
総
裁
に
も
伺
提
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。混
在
、
中
仰
は
取
手
治
的
協
力

も
得
て
努
ニ
再
開
問
削
槻
設
に
強
カ

に
鈎
き
か
け
て
お
り
毛
先
月
八

日
に
は
、
事
th
吊
暗
部
…
工
事
局
医
院

と
市
授
と
り
た
ツ
プ
会
談
等
も

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に

双
方
並
行
線
の
ま
ま
で
す
の

と
も
す
れ
ば
‘
こ
う
し
た
問

題
は
翁
絞
総
投
だ
け
の
伎
民
的

エ
ゴ
と
し
て
今
え
ら
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

そ
う
で
は
な
〈
、
我
孫
子
市

災
で
あ
る
か
ら
に
は
後
む
地
殺

に
こ
ど
わ
ら
ず
…
九
一
人
が
考

え
‘
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
、

終
決
へ
の
早
滋
寸
は
な
い
で
し

ょ
、
ァ
か
。

品
問
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
め
ん

ど
う
な
こ
と
で
す
L
、
そ
れ
に

終
タ
は
特
に
・
持
続
が
織
し
い
も

の
で
す
“

渓
在
、
成
凶
抽
時
に
は
時
的
捻
抽
棉

造
過
に
な
っ
て
い
る
も
の
ち
み

り
ま
す
が
、
必
然
糾
問
や
青
山
尚
A
M
U

資
自
の
へ
と
ち
は
、
こ
れ
を
利

岡
市
す
る
こ
と
も
で
き
ず
ま
す
ま

す
不
帰
間
に
合
っ
て
し
ま
う
の
で

す合
総
か
に
今
的
と
こ
ろ
、
一
式
王

台
閥
抗
的
議
枕
陣
容
は
多
す
ぎ
る
と

拭
例
制
え
ま
せ
ん
¢

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ

と
金
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

然
続
的
土
地
区
側
絞
謹
や
田
崎

辺
の
府
知
地
造
成
の
ゆ
池
峰
、
そ
し

て
器
本
電
気
内
大
き
金
工
場
が

で
き
て
多
数
の
九
た
ち
が
利
綴

す
る
よ
う
に
な
っ
た
降
、
槻
続
行

持
だ
け
ぞ
は
い
か
に
も
不
便
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
a

ま
た
同
開
迷
従
事
が
修
ま
ら
な

14 
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附

加

し

と

?

?

さ

ん

も

、

出

抑

制

闘

の

…

出

削

…

闘

は

我

孫

子

に

開

閉

す

る

開

き

び

し

き

全

然

り

、

勝

負

に

村

山

史

認

を

綴

介

し

ま

し

た

奇

今

輸

す

る

教

法

宿

心

も

山

山

て

き

た

そ

う

附

印

刷

は

そ

の

う

ち

か

ら

寸

湖

北

貯

だ

。

…

村

認

し

と

表

者

結

筒

井

替

え

紛

糾

7

7

さ
ふ
ん
だ
け
に
、
家
昨
黙
と
町
を
し
乙
り
あ
げ
て
み
ま
す
伺

肺

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

的

…

阿

武

は

む

ず

脚

東

爵

縁

側

附

は

大

正

天

象

的

叫

怖

か

し

く

、

趨

2
日
間
打
線
期
間
日
ベ

m

締
役
紀
ゑ
事
築
と
し
て
部
総

嚇

全

線

が

制

酬

を

山

叫

す

こ

ー

と

は

め

ず

山

を

会

一

贈

し

、

問

問

憾

に

各

町

村

明

ら

し

い

e

…
は
前
町
村
総
を
緩
む
こ
と
に
し

明

し

か

し

、

な

ぜ

か

、

忠

年

余

、

加

ま

し

た

e

州

制

改

…

~

け

し

パ

ペ

ん

議

縛

綴

務

綴

織

線

機

繍

削

減

北

村

」

大

五

五

年

に

村

端

会

一

一

Mldxyr

総
務
議

L
葉
集
に
撃
し
ま
し
た
。

加

を

三

w
w
J
V
勝
機
織
鶴
鱗

問

一

二

三

て

韓

関

臨

機

川

村

認

雲

的

霊

に

は

ふ

た

問

J
M灘
鋪
麟
麟
鱒
繍
鰯
輯
…
つ
め
火
器
な
間
同
額
一
三
%
は

山戸

PLP~JJdkyア
議
灘
議
綴
綴
灘
畿
轡
明
灯
か
り
，
時
停
出
品
w
k
な
り
ま
し
た
の

問
;
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
一
一
wふ
ん

機

騒

海

鴻

鵠

…

か

と

つ

は

凶

年

間

に

芸

閉

そ

葉

ぎ

よ

い

は

三

γ

一vJ%融
機

簿

記

添

っ

霊

す

る

こ

と

語

2

同
校
長
σ
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
一
叫
車
燃
級
数
ノ
ぐ
綴
織
鴇

:
u
r
m
ぶ
な
ど
持
政
が
不
安
説
明
、
ぁ

掛

…

議

bf
議
九
ゃ
ん
ン
~
(
射

桝

記

長

1
6
3
4

平
均
議
議
言
、
pp襲
撃
で
た
こ
と
で
す
。
そ
の
為
、

附

喜

望

そ

ぞ

ろ

い

と

a

丸
山
ヘ
齢
一
子
、
鞍
機
刈
議
山
事
業
州
誌
の
半
ば
没
く
な
っ

制

空

そ

ろ

っ

て

い

る

が

、

結

成

韻

繍

弘

前

ぺ

機

却

が

ふ

山

、

て

よ

主

主

さ

ん

委

主

榊
後
一
与
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
織
機
撃
欝
畿
響
機
織
智
撃
問
委
続
さ
れ
た
り
、
刊
行
言

明
ま
主
流
力
発
一
搾
と
ま
で
は
い
か
機
織
瀦
鱗
鱗
穣
機
鱗
欝
騒
…
は
お
い
問
、
廿
H
焚
か
ら
支
出
き

判

を

い

。

際

緩

機

騒

欝

欝

綴

議

欝

議

醸

欝

驚

議

問

れ

る

は

ず

で

あ

っ

た

め

が

繁

一
一
的
年
内
市
大
会
で
は
、
震
下
新
年
会
に
は
宅
金
回
践
が
そ
ろ
う
町
線
は
村
氏
の
寄
付
で
務
わ
れ

相

的

叫

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

命

久

9
L

山

愉

し

か

し

‘

孝

三

言

、

?

フ

ブ

民

参

加

の

な

ご

や

?
l
i
l
i
-
-
e

、“〆

TH強
〈

「

支

ん

霊

堂

お

ろ

か

な

?

ム

に

す

る

か

、

宮

丈

島

び

ζ

を
撮
る
M
W
)

‘-
U
3出
?

?

愉
か
司
念
的
大
会
出
?
で
も
考
向
き
び
し
さ
を
求
め
る
チ
i
ム

川

f
r
i
l
l
-
-
l
i
f
-
-ヘfeJ三
4
3

，f

て
9
P
J
~
3
L、
ち

問

え

て

い

る

己

主

う

に

す

る

か

が

、

言

宗

警

一

三

;

一

句

同
線
作
、
チ
ー
ム
長
わ
ず
か

8

あ
る
η

山

i
l島
6
・

7

.

‘

ト

;

恥

F
J
1
1

別
名
と
世
守
¥
吋
山
々
引
く
ら
い
的
午
、
勝
利
的
法
九
四
川
に
制
附
い
た
山
総
m
m一
品
礼
司
4
同
時
レ
日
組
問
M
H
1
税

引

ア

苫
H
M
問

問
メ
ン
パ
は
ほ
し
い
c

い

と

隊

長

喜

望

的

?

?

川

j
L
4
4
2
E

量

二

三

1
一

4

i

円

い

か

の

う

ま

煮

〕

倒

援

T
議
議
の
た
め
こ
と
参
許
ん
た
ち

o

t

c
る
を
鮮
な
く
な
る
な
ど
支

也

m

i

刊

号
呼
も
美
し
い
、
あ
っ
き
市
引
い
か
は
?
、
わ
た
を
と
っ

7izai--iiEi--izi--ziiiiiiii-E一…
警

主

主

2し
た

a

)

し

た

時

の

い

た

め

物

。

て

皮

を

む

き

出

門

州

側

仁

科

エ

タ

チ

山

山

間

も

う

ひ

と

つ

内

出

向

績

は

ヨ

コ

に

包

丁

号

吉

川

入

れ

怖

叩

「

望

は

陶

芸

去

三

泊

m

川

溜

作

り

方

る

0
4
セ

ン

チ

役

的

ひ

し

形

に

切

削

し

、

己

主

概

ね

退

転

し

、

同切Wす仇りリ楠約削か舎」ふりか付
μ片芸ハ斗相祭市蒜一粉粉を

6
処

%

弘

弘

%

匂

附

係

芹

れ

仁

三

い

ζ
」存骨

zせる上む山舟議慨…級硝汐，ち包革多手手〆〆〈
ふ、、

φi5幸;
g
i
3
?
;多;3i3;5寄3?
舎金也

3
3
i
i
3
3
3
3
3
;
j
¢

3耳;
j
害
36j;1Jj
匂

3芸;;苦

絞
空
い
営
号
.
句

2、二叫樽葉昨塁味雪内
2史事
事
長
を
長
渋
ぞ
九
与
十
い
:
〈

1;か2的

f
ン

1J汁~九
11Sイjづ弓yど
ぷ
W

治争加型I長
段

i…
久

喜

分

校

二

年

同

と

い

う

託

料

必

定

で

す

に
介
晴
れ
て
お
く
こ
と
が
、
潟
溢
条
件
を
あ
げ
て
み
る
と

H

主

役

d
す

ゴ

肉

付

…

げ

か

問

問

回

総

ち

ゃ

ん

川

こ

札

ら

の

郎

総

に

ほ

と

ん

庄
内
予
防
に
役
立
ち
ま
す
台
の
防
総
や
み
そ
行
、
ス

1
ブ

的

ら

て

き

る

だ

け

山

村

分

て

宇

思

紺

叫

ど

一

九

で

取

リ

緩

み

吋

湖

北

特

村

に

父

を

つ

け

る

保

護

の

あ

綾

を

絞

ら

て

す

る

心

蛸

山

村

諸

し

を

吠

に

出

し

た

m
引が

る
食
物
叶
川
、

H
H
粉
、
う
ど
ん
、
ゆ
パ
シ
~
線
終
u

問

、

耐

品

川

陥

娠

、

戸

川

時

俊

湖

特

)

哨

川

符

布

告

井

品

川

H

之
紛
で
す
6

俊

パ

ン

、

ヵ

マ

ポ

コ

、

チ

ク

ヮ

、

成

俊

一

、

草

子

的

然

、

拝

金

を

州

問

付

制

州

北

生

れ

的

へ

で

、

当

時

ー

待

切

色

思

考

皇

室

一

zgaEzsag--E草
zzgaHdZEgニ一定
2
2
=一怒鳴市

ゑ
山
内
ソ

i
セ
i
ジ

な

ど

で

す

コ

と

り

過

ぎ

な

い

。

山

守

山

湖

北

川

刊

で

た

だ

一

へ

の

関

京

市

“切

出
什
物
一
ぱ
い
に
つ
き
食
議

2

③
湘
制
球
科
を
被
い
込
む
よ
、
y
を

畑

…

俄

で

し

た

a

g
-
食
パ
ン
は
一
一
枚
で

1

g

-

L

内
を
さ
け
る
e

m

叫
彼
は
明
間
花
尋
常
高
等
小
学

…

ぱ

い

の

う

ど

ん

は

、

け

と

と

級

料

施

叫

川

崎

師

時

怖

に

す

る

。

脚

川

校

時

校

拒

悶

を

袋

綴

さ

れ

、

ま

もいい

3
g
-
イ

ン

ス

タ

ン

ト

ラ

徳

一

町

民

は

酪

間

的

球

的

も

の

そ

人

酬

明

た

教

育

者

で

も

ん

り

ま

し

た

。

i
メ
ン
は
、
…
授
に

5

g
の

滋

れ

る

@

伽

叩

公

的

情

閣

時

抽

出

は

樹

明

白

骨

中

崎

H
で
力

分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
へ
…
場
料
渡
的
e

中

に

は

食

柑

鳴

を

入

れ

仰

向

イ

ゼ

ル

ヒ

ゲ

を

た

く

か

え

、

目

的

叶

想

録

的

み

善

占

め

て

し

ま

な

い

そ

、

外

測

に

滋

一

味

の

も

叫

…

役

僚

は

般

向

的

な

へ

ど

っ

た

そ

い

ま

す

。

の

が

か

ら

む

よ

う

に

す

る

。

酬

川

う

で

F
G

ま 但フ三
十日で

ゃっ

き障1 勧

立き門 {-f
口牛い同
手L

Z豆:
天

主騒ふ

T号上
鶴
作

方

料理鵠艦金子英代能先生

市
出
寒
天
は
、
た
っ
ぷ
り
の
水
に

ぬ
分
つ
け
て
お
き
、
よ
く
絞
っ

て
分
日
展
的
水
と
一
絡
に
煮
と
か

す
a

さ
と
う
を
印
刷
毛
て
溶
か
し

午
線
引
を
入
れ
て
、
き
っ
と
火
を

通
L
〈
煮
立
て
な
い
こ
と
」
火

か
り
お
ろ
す
e

ぬ
ぇ
ァ
セ
ン
ス
を
加
え
て
、
出
盟

叫
門
間
則
的
削
酵
を
水
せ
ぬ
ら
し
、

mw

を
お

-mで
こ
し
な
が
ら
流
し
入

れ
、
浮
い
て
い
る
織
を
抽
惜
し
冷

し
隆
め
る
。

③
シ

u
y
ブ
を
作
る
。

水
と
さ
と
う
を
鱗
に
入
れ
、
さ

分
を
す
っ
お
ろ
し
た
も
の
と
レ

モ
ン
討
を
加
え
布
市
中
で
こ
す
。

し

え

ん

り

ゅ

う

鮮

瀦

自主ゅ

ま
ぶ
し
、
た
っ
ぷ
り
の
熱
滋
を

過
し
水
に
取
り
、
ざ
る
に
上
げ

て
お
く
。

窃
紛
瓜
H
凶
器
ミ
り
の
浮
き
に
斜

切
り
、
絡
は
絹
税
凪
問
、
入
、
参
は
花

形
に
切
り
ゆ
で
て
お
く
。

き
〈
ら
げ
は
水
に
も
ど
し
、

片
一
栄
粉

的
水
漆
き
を
闘
用
意
す
る
。

⑥
中
相
事
同
期
に
泌
を
熱
し
、
部
判
官
栄

を
い
た
め
、
い
か
・
談
味
料
・

水
地
位
決
↓
一
片
薬
品
開
を
加
え
、
ご
ま

泌
を
ふ
り
か
け
ど
で
き
上
り
e

似
の
包
丁
内
刃
を
綴
か
せ
て
、

切
れ
目
を
人
れ
る
と
、
ま
っ
か

お
い
か
。
刀
を
立
て
て
入
れ
る

と
、
か
の
ニ
い
か
に
な
る
か

(縮小1，片蒸扮大1i閥j凡l

' 九考委ノj、H~人 きくら 11'3g， 

，1話小 1，Lょう市 1，i時y，カ γ
71く大 1) どまii担大I

包長主〆

LLJ3、

マ
マ
さ
ん
パ
レ
i

新
木
野
チ
ー
ム
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後
は
は
刊
総
に
つ
い
て
ぷ
朔
北

村
総
、
必
ず
湖
北
的
人
に
悶
闘
っ

て
成
さ
ぎ
る
可
か
ら
ず
と
一
五
ふ

所
也
闘
し
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
資
料
不
足
に
対
処
し

ー
新
品
柑
零
惑
と
綾
も
廷
を
尊
重

し
て
材
幹
と
し
、
品
川
良
つ
成
m
問

問
問
委
斡
閥
、
上
野
間
附
議
帥
捕
に
軍
事
り

て
、
本
掛
川
い
い
附
問
す
る
古
文
惑
を

渉
絡
何
時
特
持
し
て
参
考
に
供
せ
り
、

杭
付
い
い
寝
勢
村
岡
山
一
戸
川
村
綾
郎
氏

の
前
文
獲
を
徽
鐙
L

な
ど
し
て

資
料
を
集
約
ま
し
た
。
発
刊
に

寄
せ
て
協
力
者
向
一
九
、
淡
務

総
絞
殺
川
川
村
立
制
聞
は
、
容
同
弁
が

万
小
川
中
ム
(
開
院
骨
量
〉
内
桜
、
古
況
を

捗
η
¥
父
涯
を
訪
ね
、
口
臨
時
世

間
悼
し
、
時
拙
は
仮
設
を
楽
的
、
部

登
し
て
い
た
と
総
し
て
い
ま

f
a

管
弁
は
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、

校
総
総
当
め
こ
れ
も
μ
刊
で
た
だ

…
へ
の

N

出
陣
土
内
中
田
町
治
限
時

地
柿
漢
に
論
織
を
し
た
よ
う
で
す

が
、
資
料
総
集
は
ほ
と
ん
ど
強

力
℃
し
た
よ
う
で
す
@

持u
骨
建
乙
叫
叫
は
昭
和
十
一
一
年

に
亡
く
な
冷
ま
し
た
。
晩
年
同
同

学
悩
と
は
い
え
舎
か
っ
た
そ
う

て
す
a

菅
井
の
で
き
あ
と
‘
湖

北
Hnは
戦
後
ま
で
い
期
信
脇
村
刊
に
な

り
ま
し
た
。

反
応
出
陣
織
で
は
ぷ
世
間
同
村
何

れ
も
法
的
資
料
に
足
し
き
を
ゑ

為
し
し
て
刊
行
に
一
怒
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
持
%
持
勝
之
助
的
制
尚
北

村
淀
川
輔
さ
ん
へ
の
ひ
た
む
き
な

情
熱
と
実
雌
制
約
な
努
力
は
判
記
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
も
内
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。(
中
叩
申
~
…
樹
き
ん
議
)



(4) 

を

う

潤
一
蚊
よ

一
一
@
し

一
一
品
治

一
一
戸
埠

旗
開
設
柏
町
な
手
持
出
が
で
き
る
よ

う
に
、
同
川
、
ぇ
・
紋
を
滋
ム
削
し
ま

し
ょ
う
鯵
効
果
を
あ
げ
る
た
め

各
地
域
一
潟
に
行
な
い
ま
す
か

ら
、
皆
さ
ん
的
ど
協
力
を
お
脳
相

い
し
ま
令
。

ω帝
都
国
邸
内
外
的
大
総
臨
時
と
ザ
小
規

口
開
的
処
分

ゆ
式
一
鈴
除
後
、
時
過
や
夫
幹
庁
前
開

会
、
同
制
震
な
ど
の
絞
殺

必
掃
除
の
み
と
ゑ
じ
た
ご
み
や

泌
物
は
、
地
鳴
く
か
刷
組
め
る
か
‘

又
は
ご
み
絞
幾
臼
仁
出
し
て
下

さ
い国思

M
庁
池
問
機
的
降
、
小
鳥
か
と

や
金
魚
鈴
に
は
フ
タ
を
し
て

F

き
い
む

へ
湾
総
管
務
課
)

失
な
っ
た
年
金
の
受

給
擦
を
と
り
減
そ
う

関
側
凶
民
年
金
主
品
鮎
師
年
ふ
況
を
受

け
る
た
め
に
は
、

mw
品
開
ま
で
に

一
定
期
間
以
上
保
険
料
在
約
め

な
け
れ
ば
同
な
り
ま
せ
ん
窃

と
こ
ろ
が
、
保
験
料
は
納
付

斜
線
か
ら

2
年
以
上
米
約
の
ま

ま
だ
と
、
時
吋
効
に
よ

9
約
め
ら

れ
な
〈
を
り
ま
す
。

こ
の
仙
納
入
期
防
が
足
り
を
〈

な
り
ョ
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
れ
ソ
ま
す
。

約
付
酬
明
間
脳
か
ら

2
年
以
上
縫

っ
人
ぜ
も
将
来
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
む
き
る
よ
う
に
、
保
険

な
か
っ
た
備
問
機
仁
ウ
い
て
、
ー

カ
悶
付
に

9
0
荘
内
約
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
年
金
絡
が
生
き
返

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
ら
れ
る
へ

は
、
当
然
用
問
日
比
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
へ
で
あ
っ 一 一

雲賢3関て
(
後
蛍
柏
崎
人
め
か
た
を
徐
き

ま
す
J

一
、
来
約
保
険
料
什
の
あ
る
税
注

額
制
限
年
金
的
知
胤
入
翁

一
一
司
ま
だ
い
胤
入
子
持
慌
を
し
て
い

主
い
へ
、
効
去
に
納
入
し
て
い

た
が
朝
刊
従
加
入
し
て
い
な
い
へ

こ
の
柏
村
飼
い
い
よ
っ
て
保
険
料

を
帥
閉
め
ら
れ
る
獄
阪
は
、
今
年

丹
波
河
川
品
目
ま
ぞ
で
す
。

(
附
悶
民
年
金
保
)

一
一
級
陣
誇
線
拡
低
年
金

を
議
求
し
・
ま
し
た
か

際
答
綴
祉
年
金
は
、
図
以
内
年

金
に
加
入
し
て
い
る
問
問
に
病
気

や
ケ
ガ
を
し
て
篠
山
皆
殺
に
な
っ

た
へ
が
、
加
入
制
期
間
関
が
緩
い
た

め
に
畿
各
年
金
が
ゅ
ん
け
ら
れ
な

と
き
、
又
は
総
裁
に
な
る
総

す
で
に
出
陣
後
者
に
な
っ
て
い
る

終
な
ど
に
支
給
寄
れ
ま
す
。

よ
前
線
繋
悩
出
札
首
相
ザ
金
は
、
今

ま
で
一
終
的
機
意
官
者
に
絞
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
時
叩
年
十
円

4
H月

か
ら
ゅ
ん
絞
的
縫
い
一
一
冊
判
的
篠
山
静

養
に
も
党
総
事
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
G

支
給
寄
れ
る
綴
は

9
万
m円
で
す
〈
月
綴
7
千
5
9

8
m門
」
国
樹
氏
年
金
町
出
陣
容
認
社
年
金

め
請
求
を
一
度
ち
し
た
こ
と
の

な
い
へ
で
、
一
部
文
は
二
内
科
に

該
当
す
る
と
岡
部
わ
れ
る
へ
や
一
徹

仏
成
年
金
的
錆
求
を
し
た
が
、
一

級
持
終
止
ー
と
し
て
M

却
下
さ
れ
た

号
、
一
日
紋
に
滋
お
し
て
燈
害
総

社
年
金
を
受
け
て
い
た
が
、
そ

の
後
約
盤
状
が
一
級
非
該
当
の

4下ーは
宜主. I 害

弱j':翼
つ;尊重 i 年

警iを
て

尚
同
品
開
謝
串
刺
悦
仙
別
総
対
隊
問
詩
的
交

付
等
的
決
扱
い
が
五
月
一
同
時
か

ら
次
め
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

付
織
統
検
裁
期
的
殴
動
車
税
制
刑

制
梶
山
紘
例
措
留
は
、
出
口
動
車
税
納
税

通
知
事
官
設
び
自
動
家
税
努
促
状

に
添
付
し
ま
す
の
で
、
向
同
動
車

検
表
鉦
と
一
議
に
保
管
し
級
品
開

時
制
官
肢
の
綴
ご
利
用

F
さ
い
ョ

け
次
的
場
合
に
は
、
自
動
率
判
例

一
一
裕
続
放
附
町
議
は
、
県
内
の
ど
こ

の
小
丸
山
げ
符
に
け
し
て
も
翁
求
で

き
ま
す
。

。
仙
引
制
悦
渦
瑚
向
山
容
柑
刊
に
添
付
さ
れ

た
仙
納
税
出
帆
間
吋
卦
耐
え
は
証
紙
叫
納

付
分
に
係
る
肉
付
併
問
山
早
川
悶
柑
開
制
収

壮
討
を
紛
失
し
た
場
介

り
ま
治
的
傾
が
あ
る
た
め
約
税

滋
向
閣
議
砕
い
い
添
付
き
れ
た
仙
刑

判
同
紙
山
川
#
留
め
れ
採
録
滋
号
開
閉
が

ま
っ
消
さ
れ
て
い
る
場
合

。
織
的
間
体
制
点
以
外
的
約
総
説
明

世
宵
を
必
要
と
ず
る
ほ
噌
九
日

H
M引
税
一
蹴
問
問
世
間
的
交
付
を
受
け

る
場
合
同
伸
、
納
税
絞
明
密
交
付

て

(5月の納税〉
Eお民緩療保険税の
第 Ic綴分ですo

e現時 6丹30El (金)

年
約
テ
エ
ス
経
験
私
鳴
を
募
集
し

て
い
ま
す
@

参
加
し
た
い
万
は
、
お
築
ま

り
下
さ
い
。

す
期
日
同
五
月
十
八
日
ヘ
日
〉

午
後
一
時
三
十
分

市
場
所
公
民
館
テ
ニ
ス
コ

i

ト

〈
社
会
教
育
課
)

土

一

⑧

月

一

月

t
一
Q
U

一
0
1
一の
uv

百

i
ι
t孟
一
す
止
一
今
必

詫
生
(
児
童
〉
委
員
の
方
た
ち
で
す

時
昨
年
十
ニ
H
月
一
誌
に
新
任
及

ぴ
改
滋
杏
れ
た
附
肉
食
発
一
貨
の
方

た
ち
を
一
一
…
終
に
分
け
て
ご
問
問
介

し
ま
し
ょ
う
ョ

災
生
{
出
品
設
)
晴
樹
隠
は
、
役

会
奉
仕
の
総
持
を
も
ヮ
て
川
陣
地
雌

指
微
に
あ
た
り
、
社
会
総
社
丹

精
滋
円
い
努
め
て
い
ま
す
。
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一
街
地
同
省
下
、
渡
隠
す
る
相
場

所
的
機
で
、

E
A
行
肢
に
容
虫
附
と

品
り
ま
す
が
こ
れ
は
無
鮮
の
繰

り
で
す
。

h
u

削
恋
し
て
お
終
日
し
ま
す
a

一一一
尚

一

野

一
回
桝
一

径

一

守

番

一

タ

制

一

叫

Ei

a
一
ツ
心
山
ツ
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一

月

一

火

5

6
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給
中
小
γ
ム
療
の

申

込

み

践
例
月
一
円
白
か
ら
水
滋
料
金
内

約
入
は
口
総
鋲
持
制
刷
出
脱
に
な
り

ま
し
た
品
、
わ
た
に
給
水
工
事
告
山
申
込

ま
れ
る
々
は
、
山
中
日
昨
日
み
お
続
的

地
に
口
様
相
悦
終
的
約
浴
(
市
品
開

iih

窓

会

偽

農

の

狭

義

史

)

を

湖

北

合

野

球

場

を

添
え
て
指
定
さ
城
工
事
訴
へ
山
中
利
用
し
た
い
万

人
ニ
む
こ
と
は
な
り
ー
ま
し
句
。

i
t
a
-
-
i
l
1
'
f
j

j

ヨ
記
持
汀
乃
胡
叱
汁
守
官
官g

u筏
船
出
詳
の
約
定
は
、
主
力
吋

i
話

2
2
1
2
4
1
3
2
j

l

i

使
用
に
つ
い
て
的
打
合
わ
せ
を

金
品
問
後
間
関
ま
た
は
ふ

ー
な
い
ま
す
e

科
mm
子
山
記
者
以

事
務
に
滋
紙
が
あ
り
ま

f
か

ら

了

ゐ

必
幾
多
墳
を
記
入
出
州
印
し
師
出
品
屯
お
主
ま
り
干
M
P
C

レ

?ぇ一

w
v
m
口
時
五
対
二
十
五
口
H

〈
uu
〉

さ
れ
て
い
る
金
級
協
同
開
聞
と
求
総
弘
之
:
一
子
十

j
?
a
i
:

。

守

誠

一

比

一

4
4タ

2
1
1
J水
道
総
)
搭
怖
い
出
ね
伊
1
1

ー
ゴ
ミ
の
品
叫
が

つ
つ
じ
絞
で

l

p

h

拭
く
な
り
ま
し
た

お
茶
を
ど
う
ぞ

1
十
1
1
i
!
!
1
i

!イ
i
j
i
l
-
-
i

五
丹
十
六
日
ず
三
般
家
綴

τ
っこ出ユ
E
孟

H
1
4
3

一

J
j
F
i
j
t
r
一
間
刑
判
ゴ
ミ
前
守
則
市
袋
が
、
今
ま
で

一
-a
ヘ
木
〉
に
表
千
家
の
先
生

ηeJJa丘
ト

qL了
三
一
牙
可
こ

寸
お
初
制

j
j
J
I…
常
的
無
料
十

r
z
r
l
u仁
川
…
}
F
i

旬

i
ヒ
ヌ
を

l
ま
す

-

J

;

一
，
一
?
に
袋
内
口
開
校
や
お
は
交
っ

お
年
寄
り
の
カ
で
、
こ
希
濯
の

:

1

?

し。

方
誌
、
ど
う
ぞ
昔
、

P
F
F
当
。
マ

1

・
;
4
，

1
1
1
i
i
!
i
i
L
V

ビ

7
ル
仇
回
以
然
や
す
と
議

テ

ニ

ス

同

却

が

め

泌

総

低

子

や

有

移

ガ

ス

愛
好
者
の
や
々
へ
の
発
生
与
え
礼
た
商
事
制
甘
い
か
あ

1
1
f
l
i
-
-
i
j
り

ま

す

の

て

市

録

法

三

ミ

広

報

S
R
1日
号
に
談
ワ
が

軟
式
践
的
中
ク
ラ
ブ
で
は
、
壮
袋
か
絞
袋
を
ご
使
用
下
さ
い
。
あ
り
ま
し
た
。

品
関
悦
L
V
炉
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持政相談・人権擁護相談は 5月27日です。(中央公民鰭)


